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研究成果の概要（和文）：本研究は、アジア太平洋地域における 4 年間にわたる医療人類学的

フィールド調査から、アジア新興国（中国・インド）の台頭による社会的変化の中で、中進国

（タイ）を中心とする同地域内の医療協力「南南協力」の必要性と可能性を確認し、後発開発

途上国（パプアニューギニア・ラオス）の今後の問題点を検証した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study with medical anthropological fieldworks carried out in 
the Asia Pacific area for four years suggests that, while the rapid social change brought by  
emerging countries such as China and India is spread throughout all areas of the Asia 
Pacific, the medical (South-South) cooperation initiative taken by Thailand as a 
semi-developed country will be potential especially in the least developed countries such as 
Laos and Papua New Guinea which face difficulties to continue in the future. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）ミレニアム開発目標（MDGs）におい
ても HIV/AIDS 等の感染症対策が重視され
ており、発展途上国への援助にもその具体的
な方策が必要とされていた。 
 
（2）加えて、サーズ（SARS）や鳥インフル
エンザ等のパンデミックな感染症の出現に
対して、医療における国際協力の模索も必要
とされていた。 

（3）中国やインドがアジア新興国として経
済的に台頭する中、その社会的影響をアジア
太平洋地域全体の中で正確に理解すること
が必要とされていた。 
 
２．研究の目的 
（1）様々な経済および文化が混在するアジ
ア太平洋地域において、感染症対策の為の効
率的なアプローチを探求する。 
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（2）国際開発協力という国単位の連携も念
頭にセキュリティ（安全保障）を考慮しつつ、
地域別のローカルな医療文化も重視し、医療
援助の為の地域モデルと包括モデルの在り
方を探求する。 
 
（3）アジア新興国における感染症とその医
療対策を明確化し、今後の課題をアジア太平
洋地域全体の中で正確に位置づけることを
行う。 
 
３．研究の方法 
（1）医療と人類学の学際的な視点を重視し、
現場においては医療実務の立場と、ローカル
な文化の立場を尊重し、多元的で連携を重視
したアプローチを実施した。 
 
（2）アジア太平洋地域は多様な社会である
為、後発開発途上国（パプアニューギニア・
ラオス）、新興国（中国・インド）、中進国（タ
イ）の３つに区分けし、その問題点の相違に
着目しながら、感染症を中心に、フィールド
ワークを実施した。 
 
（3）資料収集（含文献）においては、産官
学の区別を重視しながら、地域別のアプロー
チの違いを明確化出来るようにした。開発援
助研究の場合、特に ODA を中心とする国際援
助機関のアプローチを、NGO を主体とする地
域コミュニティ基盤型のアプローチから区
別する手法を取った。 
 
４．研究成果 
（1）研究対象地域のフィールドワークによ
り、地域モデル別の医療問題を確認した。後
発開発途上国のパプアニューギニア・ラオス
では、基本的な医療インフラの不足や海外援
助の連携の必要性が確認され、新興国の中
国・インドでは、急激な都市化に伴う問題と
域内格差の問題が問題視される一方、中進国
のタイでは海外との医療協力体制作りの戦
略的在り方が必要とされる、等を確認した。 
 
（2）多様な問題を抱えるアジア太平洋地域
ではあるが、「南南協力」を核とする医療の
包括的協力関係の構築の可能性を示唆し得
た。中進国タイには熱帯医学の成果（蚊の動
態研究を基にしたデング熱対策）もあり、今
後アセアン地域のみならず太平洋地域、特に
後発開発途上国を中心に、その医療協力によ
る効果があると期待できる。 
 この「南南協力」については JICA（国際協
力機構）も最近有益な援助協力として認識を
新たにしている。 
 
（3）近年の感染症のグローバル化について
は、同地域における急激な都市化とインフラ

投資による交通網（東西回廊を代表とする高
速道路）の整備も関係している。こうした社
会変化および社会移動は、医療におけるセキ
ュリティ（安全保障）を提言する必要性を与
えている。特にアジア新興国では、こうした
問題が顕著に現われ、政策課題として取り上
げ始められている。 
 
（4）ローカルな医療文化については、新興
国の中国とインド共に、大きな変化の渦中に
あるものの、伝統医療としての役割は大変大
きく、例えば「南南協力」においても十分に
補完的な役割を担うものと位置づけられる。 
 伝統医学の役割の重要性は、またそれ以上
に新薬の開発においも近代医療への貢献の
可能性も高いが、気候変動と感染症の関連性
をも追求する視点を提供している。 
 
（5）後発開発途上国にはまだ十分な医療援
助が達成できていない理由として、NGO より
も ODA 優先の体制が問題視される。しかし、
既にアジア新興国では医療 NGOの活動は活発
化しており、中進国も参加する「南南協力」
の発展は、後発開発途上国についても大きな
可能性を持つものと言える。 
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